
令和５年度 自己評価及び学校関係者評価書 

                                令和６年１月 26日 

                             江別市立いずみ野小学校 

  

１ 本年度の重点目標 

夢に向かって学び続け、自信と思いやりを育む子どもの育成 

～誰一人たりとも置き去りにしない～ 

 

 ２ 自己評価結果に対する学校関係者評価 

（４段階評価 A：3.5 以上 B:3.0 以上 C:2.0 以上 D:2.0 未満） 

分 

野 
評価項目 

自己評価 学校関係者評価 

達成
状況 改善の方策 

自己評価

の適切さ 

改善策の

適切さ 

経 
営 
方 
針
の
重
点 

子どもたちは、相手の立場になっ

て、協力し合い、感謝・感動の心を

持つことができている。 

【「心豊かで、思いやりのある子」

に関わって】 

 

 

 

 

 

Ｂ 

〇縦割り班活動や児

童会活動等による異

学年交流を充実させ

る。 

〇学校全体で認め合

い、助け合う支持的

風土づくりに努め

る。 

Ｂ Ｂ 

子どもたちは、体を鍛え、何事に

も粘り強く、自信をもって取り組ん

でいる。 

【「じょうぶな体で、やりぬく子」

に関わって】 

 

 

 

 

 

Ｂ 

〇日常の学習活動を

通して、諦めずに粘

り強く取り組む心を

育てる。 

〇保健体育や家庭

科、特別活動を通し

て、食と運動による

体づくりの学習を進

める。 

 

Ｂ Ｂ 

子どもたちは、目的観をもち、進

んで学び、自分の考えを伝えてい

る。 

【「自ら考え表現する子」に関わっ

て】 

 

 

 

 

 

Ｂ 

〇対話を重視した学

習活動を実践し、学

ぶことのよさや、自

分の考えを伝え合

い、深めることの大

切さを実感させる。 

〇子どもたちの興味

や関心を高め、思考

を促し、表現を肯定

する授業づくりに努

める。 

 

Ｂ Ｂ 

教職員評価 3.5 

保護者評価 3.2 

評定    3.35 

※R4 3.25 

教職員評価 3.4 

保護者評価 3.1 

評定    3.25 

※R4 3.1 

教職員評価 3.2 

保護者評価 3.0 

評定    3.1 

※R4 3.1 

様式１ 



教 

育 

課

程 

・ 

学

習

指

導 

確かな学力の定着と主体的に学

ぶ力を育成することができている。 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

〇習熟度別少人数指

導の改善と充実を図

る。 

〇ICT を有効活用し

「個別最適な学び」

と「協働的な学び」

の充実を図る。 

〇望ましい生活習

慣、学習習慣の形成

に向け、家庭への啓

発を続ける。 

 

Ｂ Ｂ 

 善悪の判断のもとに、自ら考え、

行動する態度を育成することがで

きている。 

 

 

 

 

 

Ｂ 

〇集団活動や自然体

験活動、ボランティ

ア活動など、豊かな

体験を通して、道徳

的な判断力、道徳的

心情、道徳的実践意

欲・態度を形成する。 

 

Ｂ Ｂ 

自分の目標の実現に向かって、粘

り強く努力する力を育成すること

ができている。 

 

 

 

 

 

Ｂ 

〇教育活動の中で、

小さな目標をクリア

していく積み重ねと

そのプロセスを大切

にしていく。 

〇授業中は、見通し

をたてたり、手立て

を考えたり、振り返

ったりということが

できるようにする。 

 

Ｂ Ｂ 

自ら意欲的に読書に取り組む態

度を育成することができている。 

 

 

 

 

 

Ｂ 

〇児童委員会の活動

や、学級の取組を継

続していく。 

〇情報図書館司書と

学校司書、PTCA 図

書ボランティアが連

携しながら児童の読

書意欲の向上に努め

る。 

 

Ｂ Ｂ 

生

徒

指

導 

自ら集団と関わり、互いに協力し

ながら意欲的に取り組む態度を育

成することができている。 

 

 

 

 

 

Ｂ 

〇行事や委員会活動

などは、責任をもっ

て活動する児童が多

い。イベント活動も

増えてきている。こ

れからも主体的・自

発的に取り組むこと

ができるよう育成し

ていく。 

 

Ｂ Ｂ 

教職員評価 3.4 

保護者評価 3.0 

評定    3.2 

※R4 3.0 

教職員評価 3.3 

保護者評価 3.3 

評定    3.3 

※R4 3.15 

教職員評価 3.4 

保護者評価 3.0 

評定    3.2 

※R4 3.15 

教職員評価 3.4 

保護者評価 2.8 

評定    3.1 

※R4 3.1 

教職員評価 3.6 

保護者評価 3.3 

評定    3.45 

※R4 3.25 



自ら進んであいさつや返事をし

たり、TPO に応じた言葉遣いや言

動をしたりする態度を育成するこ

とができている。 

 

 

 

 

 

Ｂ 

〇来客や地域の方々

からも高い評価をい

ただいている。家庭

での評価は高くはな

いが、学校では引き

続き、あいさつ、返

事の指導の徹底、場

や立場に応じた言葉

遣いの指導を行う。 

 

Ｂ Ａ 

 「いじめを許さない」という意識

を高め、いじめの未然防止や早期発

見・解決に組織的に取り組むことが

できている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

〇保護者、教職員と

もに最も高い評価と

なっている。児童ア

ンケートによる評価

も高くなってきてい

る。 

〇子どもや保護者か

らの訴えがあった場

合、速やかに「いじ

め防止対策委員会」

を立ち上げて事実関

係を把握し、早期解

決に向けて全職員で

組織的に取り組む。 

 

Ａ Ａ 

健

康

安

全

教

育 

自ら進んで体を鍛え、外遊びやな

わとび等、体力づくりに取り組む姿

勢を育成することができている。 

 

 

 

 

 Ｂ 

〇学習活動部が中心

となって児童の体力

や運動能力を分析

し、体力向上の取組

を行う。 

〇体育の授業改善を

図る。 

〇外遊び週間等、児

童会活動を充実させ

る。 

〇徒歩での登校な

ど、保護者への啓発

を行う。 

 

Ｂ Ｂ 

 給食をマナー良く、残さず食べよ

うとする姿勢を育成することがで

きている。 

 

 

 

 

 

Ｂ 

〇児童や教職員は高

い評価となってい

る。栄養教諭が中心

となって、引き続き

学校全体で、日常的

に食の教育を進め

る。 

〇保護者は低い評価

となっているので、

家庭への啓発も引き

続き行う。 

 

Ｂ Ｂ 

教職員評価 3.5 

保護者評価 3.0 

評定    3.25 

※R4 3.2 

教職員評価 3.8 

保護者評価 3.5 

評定    3.65 

※R4 3.45 

教職員評価 3.6 

保護者評価 3.2 

評定    3.4 

※R4 3.2 

教職員評価 3.7 

保護者評価 3.1 

評定    3.4 

※R4 3.2 



特

別

支

援

教

育 

特別支援教育コーディネーター

を中心に、保護者の理解のもと、児

童のニーズにあった支援を行うこ

とができている。 

 

 

 

 

 

Ａ 

〇発達段階と教育的

ニーズについて、保

護者との連携を密に

しながら教育相談を

進める。 

〇学校外の機関との

連携も積極的に行っ

ていく。 

Ａ Ａ 

働

き

方

改

革 

業務の効率化や見直し、ICT 機

器の活用等により、子どもと向き合

う時間の確保、時間外勤務の縮減を

学校として組織的に取り組んでい

る。 

 

 

 

 

 

Ｂ 

〇業務の効率化、時

間外勤務の縮減につ

いては全職員の意識

化ができている。 

〇学習指導要領に対

応した授業づくりや

ICT の活用など、諸

課題については研修

を通して業務への適

応を急ぐようにし、

時間外勤務を縮減で

きるようにする。 

 

Ｂ Ｂ 

小

中

一

貫

教

育 

「15 歳の具体の姿」実現に向け、

特別部会・教科部会等に学校として

積極的に参画しているか。 

 

 

 

 

 
Ｂ 

〇特別部会・教科部

会を構成し、小中に

よる情報交流や「小

中一貫系統表」の作

成などの取り組みを

通して 9 年間を見通

した教科指導を行

う。 

〇「生活と学習スタ

ンダード」が身につ

くように発達段階に

応じた指導を行う。 

 

Ｂ Ｂ 

【評価項目の設定、達成状況及び改善の方策に関する学校関係者評価委員の意見】 

・１年生から６年生まで同じ評価項目の設定に違和感がありました。 

・「自ら意欲的に読書に取り組む態度を育成することができている」という項目では、家庭

での環境づくりや協力が必要なのではないかと思います。 

・概ねの項目で前年度の評価より上がっているので素晴らしいと思います。 

・反省として、学校関係者委員として、もっと学校に足を運んでいかなければならなかっ

たと思っています。 

・改善策の適切さを評価する上で、もう少し具体的な内容をお聞きしたいと感じました。 

・児童アンケートの中で、「自分の良いところがある」という自己肯定感が、なかなか子ど

もたちに感じられていないのが残念に思います。「できる」「できない」を感じてしまう雰

囲気になっていないかと、「習熟度別少人数指導」のプラス面、マイナス面を見ながら改善

と充実を図っていただけるといいかと思いました。一人ひとりの個性を認め合う活動や授

業の在り方に期待しております。 

・自由記述の中で、先生方が子どもたちに寄り添う関わりをしていらっしゃることが伝わ

り、うれしく感じました。 
 

 

教職員評価 3.6 

※R4 3.3 

教職員評価 3.2 

※R4 3.0 

教職員評価 3.2 

※R4 3.1 


